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A study on the New Entry and Growth Potential of Japanese Companies :
Cases of the electronics industry in Japan and United States
MURAKAMI, Yoshiki
Abstract
In electrical and electronic industry, Japanese-diversified companies have been dominated the
market and excluded new entry companies. In contrast, new entry companies have been occupied
large market share in American electric industry. This paper discusses cause of these disparity
between Japan and United States. This paper argues that excess diversification in Japanese first -
moved companies have been prevented growth of small companies and entry in comparison with
American companies.
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上場時期 売上高（百万円） 業 種 専業 or多角化
松下電器産業 ａ ４，４７２，５７９ 総合電機 多角化
東芝 ａ ３，２５７，４５１ 総合電機 多角化
ソニー ａ ３，１７９，５７９ 総合電機 多角化
富士通 ａ ２，８５０，２３５ 総合電機 多角化
日立製作所 ａ ２，７１３，３３１ 総合電機 多角化
キヤノン ａ ２，４８１，４８１ ＯＡ機器 多角化
ＮＥＣ ａ ２，３７０，７０９ コンピューター 多角化
シャープ ａ ２，２８３，１０９ 総合電機 多角化
三菱電機 ａ ２，２１７，０５９ 総合電機 多角化
三洋電機 ａ １，３５３，４４５ 総合電機 多角化
松下電工 ａ ９７５，２７４ 家電住設機器 多角化
リコー ａ ９３４，３５４ ＯＡ機器 専業
セイコーエプソン ｅ ８６３，１９２ ＯＡ機器 専業
東京エレクトロン ａ ５７２，０２０ 半導体製造装置 専業
ニコン ａ ５２１，１４１ 光学機器半導体製造装置 多角化
パイオニア ａ ５１５，７９２ 家電 多角化
ＮＥＣエレクトロニクス ｅ ５０６，７４７ 半導体 専業
京セラ ａ ４７７，３７９ 電子材料ＯＡ機器 多角化
カシオ計算機 ａ ４３５，５８４ 家電 多角化
日本ビクター ａ ４３３，１２１ 家電 多角化
合 計 ３３，４１３，５８２
a：～１９６５ b：１９６６～１９７５ c：l９７６～１９８５ d：１９８６～１９９５ e：１９９６～２００５
（出所）日経 NEEDS
表２ 米国エレキ産業売上上位２０社（２００５年）の上場時期と多角化度
上場時期 売上高（百万ドル） 業 種 専業 or多角化
IBM ａ ９１,１３４ コンピューター 専業
HP ａ ８６,６９６ コンピューター 専業
デル ｄ ５５,９０８ コンピューター 専業
インテル ｂ ３８,８２６ 半導体 専業
モトローラ ａ ３６,８４３ 通信機器 多角化
シスコシステムズ ｄ ２４,８０１ 通信機器 専業
ゼロックス ａ １５,７０１ OA機器 専業
WHIRLPOOL CORP ａ １４,３１７ 白物家電 専業
Apple ｃ １３,９３１ PC・通信機器 多角化
テキサスインスツルメンツ ａ １３,３９２ 半導体専業 専業
サンマイクロシステムズ ｃ １１,０７０ コンピューター 専業
EMC ｃ ９,６６４ コンピューター 専業
ルーセントテクノロジー ｄ ９,４４１ 通信機器 専業
アプライドマテリアルズ ｂ ６,９９２ 半導体製造装置 専業
BLACK ＆ DECKER CORP ａ ６,５２４ 家電 専業
NCR ａ ６,０２８ OA機器 専業
AMD ｂ ５,８４８ 半導体 専業
フリースケールセミコンダクター ｅ ５,８４３ 半導体 専業
クアルコム ｄ ５,６７３ 半導体専 専業
レックスマーク ｄ ５,２２２ ＯＡ機器 専業
合 計 ４６３,８５３
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